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【１ 区長（区ＣＭ）が関与する予算額】 

       （単位：千円） 

  平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度（案） 

港区役所予算 877,163 959,095 961,388 1,157,545 1,504,815 3,064,776 

  うち区長自由経費 294,827 343,206 352,487   549,859   913,073 2,497,177 

  うち区ＣＭ自由経費 582,336 615,889 608,901   607,686   591,742   567,599 

 

区長自由経費は、区庁舎設備維持費や防災対策事業など、区へ財源配分され区が実施する事業の経費です。 

区ＣＭ（シティ・マネージャー）自由経費は、スポーツ施設指定管理運営費や公園管理運営費など、区で調

整を行いますが、局へ財源配分され局が実施する事業の経費です。 

 

それぞれの事業別予算については、別紙をご参照ください。 

令和４年度 港区関連予算（案）概要 資料 D‐１ 

※ 人件費除く 
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【２ 重点的に取り組む事業】 
 

○（仮称）区画整理記念・交流会館整備事業〈令和４年度予算額：2,178,837 千円、令和３年度予算額：450,882 千円〉 

   【概要】 弁天町駅前土地区画整理記念事業の記念施設として、広く区民に役立ち、今後のまちづくり

に貢献する公共施設「（仮称）区画整理記念・交流会館」の整備に伴う建設工事を行う。 

   【工夫点】 区民意見を踏まえ策定した基本構想に基づき、区民センター、老人福祉センター、子ども・

子育てプラザを一体的に再構築し、図書館を移転・拡張することにより、幅広い世代の活動・

交流を促進する。 

 

○港区エリア別活性化プラン等の推進 〈令和４年度予算額：6,004 千円、令和３年度予算額：6,013 千円〉 

   【概要】 令和２年度策定の「港区エリア別活性化プラン」に基づき、港区の各エリアの特性に応じた

中長期的なまちづくりを推進していく。 

   【工夫点】 公・民・地域連携によるエリア活性化事業を発展させ、新技術や新産業の創出と地域資源の

活用という新たな視点から、企業・地域・行政をつなぐプラットフォームの運営を軌道に乗せ

るとともに、このプラットフォームを活用した社会実験イベントの推進により、港区全域の
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活性化につながる取組を進める。 

 

○産業振興・次世代人材育成支援事業 〈令和４年度予算額：1,632 千円 令和３年度予算額：1,648 千円、〉 

   【概要】 企業と商工団体、行政等の連携強化によるビジネス機会創出の支援、企業間連携による次世

代を担う人材育成支援を通じて産業振興、まちの活性化を図る。 

   【工夫点】 地域の課題を、全国の高等専門学校の研究から導かれた企画提案を区内事業者が持つ技術力

で解消することをめざすとともに、新規事業につながる連携を創出する。また、小学生のアイ

デアを企業がプロダクト開発するキャリア教育プログラム等を実施する。 

 

○不登校児童生徒アウトリーチ型支援事業 〈令和４年度予算額：3,898 千円、令和３年度予算額：3,592 千円、〉 

   【概要】 不登校は貧困と関連し、学力・進学・就職等に影響を与えることから、初期対応や長期化す

る前に支援を行うことにより、貧困の連鎖や新たな貧困を生むことを抑制する。 

   【工夫点】 不登校対策のモデル事業として中学校とその接続小学校の不登校や不登校傾向のある児童生

徒に対し、校内支援（授業時間中・放課後の学習支援・別室登校支援等）及びアウトリーチ型

支援（登校支援・訪問支援・サードプレイスへの誘導等）を行う。 
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○児童虐待未然防止・早期発見強化事業 〈令和４年度予算額：4,960 千円、令和３年度予算額：4,899 千円〉 

   【概要】 保育施設への虐待リスクの判断や対応についての指導や助言、課題を抱える妊婦や母親等へ

の妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援により、児童虐待の未然防止・早期発見を

図る取組を強化する。 

   【工夫点】 保育施設への巡回により連携を強化するとともに、課題を抱える母親等を対象に、心理士な

ど専門職の連携による育児相談・教室を開催し、適切な支援につなげる。また、ワンストップ

窓口に職員を配置し、子育て支援の情報提供、不安を抱える家庭の早期発見や支援を行う。 


